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高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課
高
齢

福
祉
係

☎  
内
線
３
５
６
７

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

夕
食
の
お
弁
当
を
高
齢
者
の
自

宅
へ
配
達
す
る
こ
と
で
、安
否
確
認

（
見
守
り
）を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

安
否
確
認
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、高
齢
や
疾
病
等
の
理
由

で
食
事
の
調
理
や
手
配
が
困
難
な

人
。

費
用　

１
食
3
0
0
～
5
0
0
円

（
課
税
状
況
・
食
事
内
容
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
）

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

急
病
や
事
故
な
ど
緊
急
の
際
、簡

単
な
操
作
で
外
部
に
通
報
で
き
る

機
器
を
設
置
し
、日
常
生
活
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

対
象
者

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
疾
病
等
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
注
意
を
要
す
る
人
。

●
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

リ
フ
ト
付
車
両
に
よ
り
自
宅
か

ら
医
療
機
関
ま
で
の
送
迎
を
行
い

ま
す
。

対
象
者

60
歳
以
上
の
在
宅
の
人

で
、
車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

を
必
要
と
し
、一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

●
在
宅
介
護
手
当
支
給
事
業

　

６
か
月
以
上
継
続
し
て
寝
た
き

り
や
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護

者
に
対
し
、月
額
５
千
円
の
介
護
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

在
宅
で
生
活
す
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
高
齢
者（
要
介
護
３

～
５
）を
介
護
す
る
人
で
、世
帯
に

お
け
る
前
年
の
最
多
所
得
が
１
千

万
円
未
満
の
人（
本
人
お
よ
び
介
護

者
）

※
訪
問
調
査
が
必
要
な
事
業
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
、事
前
に
担
当
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎  

内
線
３
５
３
１
〜
３
５
３
４

10
月
か
ら
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
ま
す
。教
室
に
よ
り
、開
催
日

時
や
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
で
、介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
、初
め
て
の
人
を
優
先
。

申
込
方
法　

い
き
い
き
高
齢
支
援

課
へ
電
話
で
予
約
後
、窓
口
で
申
込

書
を
記
入
。

そ
の
他　

各
教
室
定
員
に
達
し
次

第
受
付
終
了
し
ま
す
。ま
た
、筋
ト

レ
・
水
中
運
動
に
つ
い
て
は
、教
室

参
加
の
前
に
実
施
す
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、教
室
の
開
催
期
間

等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト
レ
）】

期
間　

週
２
回
の
２
か
月
間

費
用

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０

円場
所

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
Ａ
Ｎ
Ａ
ま
じ
ゅ
ん
ら
ん
ど
浦
添

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、
浦
添
バ
ー

ク
レ
ー
、マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖

（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専
用
）

【
い
ま
い
ゆ
く
ら
ぶ（
水
中
運
動
）】

期
間　

週
２
回
の
２
か
月
間

費
用

１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０

円場
所

○
Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
４

　

在
宅
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
児
童
が

よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、電
気

式
た
ん
吸
引
器
や
吸
入
器
等
を
給

付
し
て
い
ま
す
。事
前
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
購
入
費

用
の
一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
南
部

保
健
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
８
８
９
）６
９
４
５

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

民
生
委
員・
児
童
委
員
の
募
集

問
浦
添
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会

☎  

（
8
7
7
）8
2
7
8

　

市
で
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
26
人
不
足
し
て
い
る
た
め
、委
員

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
最
も
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
心
配
事
の
相

談
を
受
け
た
り
、子
ど
も
の
登
下
校

時
の
見
守
り
を
し
た
り
、一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
訪
問
し
た
り
と
幅

広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。お
住
ま

い
の
地
域
の
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、

活
動
に
興
味
が
あ
る
人
は
、問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

赤
十
字
奉
仕
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す

問
福
祉
総
務
課

☎  

（
8
7
6
）1
2
6
6

　

市
で
は
、赤
十
字
奉
仕
団
員
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
は
、

人
道
・
奉
仕
の
精
神
の
も
と
、活
動

資
金
や
募
金
、災
害
が
発
生
し
た
際

の
義
援
金
な
ど
の
募
集
を
行
っ
た

り
、献
血
の
呼
び
か
け
や
災
害
救
護

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
、全

国
の
日
本
赤
十
字
社
の
人
道
的
支

援
を
縁
の
下
で
支
え
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
に
興
味

が
あ
る
人
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■令和2年度 「国民健康保険税」および 「後期高齢者医療保険料」第3期納期限
令和2年度 『国民健康保険税』および 『後期高齢者医療保険料』第3期の納期限は9月30日 （水）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第2係 （内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係 （内線３７１２）

　体罰等はよくないと分かっていてもいろいろな状況や理由によって、それが難しいと感じられることもあります。
一方で、安心感や信頼感、温かな関係が心地よいのは、子どもも大人も同じです。子どもとの関わり方の一例を紹介します。

体罰等によらない子育てのための工夫のポイント

●相手に自分の気持ちや考えを受け止めても
　らえたという体験によって、子どもは、気持ち
　が落ち着いたり、大
　切にされていると感じ
　たりします。
●子どもに問いかけを
　したり、相談をしなが
　ら、どうしたらよいかを
　一緒に考えましょう。

虐待かもと思ったら 児童相談所虐待対応
ダイヤル（通話料無料） 189

いち はや く 通告・相談は、匿名で行うこともでき、通告・相談を
した人、その内容に関する秘密は 守られます。

まずはお住まいの市町村の子育て相談窓口へ

しつけとは、子どもの人格や才能等を伸ばし、
自律した社会生活を送れるようにサポートして
いくことです。そのためには、体罰ではなく、どう
すればよいのかを言葉や見本を示すなど、本
人が理解できる方法で伝える必要があります。

しつけと
体罰は
どう違うの？

●何度も言葉で注意したけど言う
　ことを聞かないので、頬を叩いた
●いたずらをしたので、長時間正座
　をさせた
●宿題をしなかったので夕食を与
　えなかった

子どもの気持ちや考えに
耳を傾けましょう

POINT 01

●子どもの年齢や成長・発達の
　状況によって、できることとで
　きないことがあります。また、大
　人に言われていることが理解
　できないこともあります。
●子ども自身が困難を抱えてい
　るときは、それに応じたケアを
　考え対応しましょう。

子どもの成長・発達によっても
異なることがあります

POINT 02

●子どもの良い態度や行動を褒めることは、子ど
　もにとって嬉しいだけでな
　く、自己肯定感を育むこと
　にもなります。
●結果だけではなく、頑張り
　を認めることや、今できて
　いることに注目して褒める
　ことも大切です。

良いこと、できていることを
具体的に褒めましょう

POINT 03

体罰等によらない
子育てを広げよう！

　児童福祉法等が改正され、
子どもへの体罰が法律で禁止されました。
体罰等によらない子育てを推進するため、
子育て中の保護者に対する支援も含めて
社会全体で取り組んでいきましょう。

体罰等が繰り返されると、子どもの心身の成
長・発達にさまざまな悪影響が生じる可能性
があります。これは科学的にも明らかになって
います。

なぜ
体罰等は
いけないの？

▶▶▶全て体罰です。
※道に飛び出しそうな子どもの手をつかむといった
子どもを保護するための行為などは該当しません。

※一部のIP電話からはつながりません。

詳しくは

こんなことを
していませんか？

2020年
4月から
法律が
変わりました

みんなで育児を支
える社会に




